
記載方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載例 

 

(1)「取得原因」欄は、新築、増築、改築、売買、贈与、交換等、取得した原

因を記載してください。 

(2)「家屋の種類」欄は、登記事項証明書上の「種類」を記載してください。 

(3)「家屋の構造」欄は、例えば木造瓦葺２階建の家屋は「木・瓦・２」、鉄

骨造鋼板葺平屋建の場合は「鉄骨・鋼板・１」と記載してください。 

(4)「取得年月日」欄は、契約等により所有権を取得した日を記載してくださ

い。家屋の建築については、最初の使用の日又は譲渡の行われた日のいず

れか早い日を記載してください。 

(5)「登記年月日」欄は、登記申請年月日を記載してください。 

(6)「用途」欄は、該当する用途を○で囲んでください。該当する用途がな

い場合は「その他」の括弧内に用途を記載してください。 

(7)「地目」欄は、宅地、田、畑、山林、雑種地等と記載してください。 

(8)「取得の相手方」欄は、不動産を売買・交換・贈与等した相手方を記載

してください。 

※不動産取得税の軽減を受けようと

する方は、軽減の要件を証明する

書類を添付して県税事務所へ申告

してください。 

※詳しくは、不動産所在地の県税事

務所へお問い合わせください。 

不動産の所在地

を管轄する県税

事務所（東部、中

部、西部）を記載

してください。 

売買契約などの相手方を記載

してください。 
複数筆を取得された場合など、記載欄に書ききれな

い場合は、「別紙のとおり」と記載し、明細を記した

表などを添付していただいても結構です。 

３世代住宅を取得された場合は、

その旨を記載してください。 

不動産を２名以上で共同取得した場合は、 

取得者欄に記載した代表者以外の 

取得者の住所・氏名とその持分を記載して

ください。 

 

例えば、母屋を新築してか

ら１年以内に車庫を建て

たような場合が「有」に該

当します。 

 

申告する年月日

を記載してくだ

さい。 

日中に連絡がつく電話

番号を記載してくださ

い。 


